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娘に対する父親のサポート役割に関する研究
一妊娠中の娘の認識調査を通して-
【目的】　妊婦の認識を通して.妊娠中の娘と実父との関わりの実際を調査し、実父の妊婦に
対する関わりの意味を明らかにすることを通して.父親のサポート役割を考察する。
【方法】　質的,帰納的なアプローチによる記述的デザイン.半構成的質問紙を用いた聞き取
り調査.調査対象.父親が生存する妊娠21週までの初産婦18名。面接時の会話は対
象の承諾を得てテープ録音し逐語録に記録した。聞き取り調査によって得た情報から
妊婦の困りごと・不安の抽出.その不安に対し父親のサポートを抽出、分類し分析を
行った。
【結果】　妊婦は不安を持ち父親に相談(父親に直接、母親を通して父親に)していた。相談
ルートは違っても妊婦の不安は父親に伝わっていた。直接相談された内容に対して父
親は情報的サポート.情緒的サポートの順に多く提供しており、母親を通して父親に
相談された内容には情緒的サポート、情報的サポートの順に多(提供していた。サポ
ート内容は情報的サポートでは「アドバイス」が、情緒的サポートでは「関心」が、
物理的サポートでは「環境の調整」が多かった。父親のサポートへの妊婦の反応、肯定
的感情、父親のサポート者としての存在の実感、覚悟.締めなどを示したが、肯定的
な感情を示したものが多かった。サポート括用状況には父親の年齢、健康状態、経済
状況.子どもの頃からの関係性、父親の印象が影響していた。父親の印象を相談方娃
別にみると父親に直接相談したものは、 「切る」の印象が多く、母親を通して父親に
相談されたものでは「厳しさ」、 「切る」が順に多かった。妊婦が父親へ期待するサポ
ートは、情報的サポート、情緒的サポートの順に多かった。
【考察】　父親にとって娘の裡娠は「家の継承」、 「血の繋がり」という意味において重要な意
味を持っており、l娘が嫁いだ後も孫の能生は関心事である事が分かった。父親のサポ
ート提供に対し妊婦は肯定的な反応を示していた。妊婦がサポート要請する行動は父
親をサポート提供者として認知していると考えることができ、妊婦の父親へのサポー
ト期待「情報的サポート」、 「情緒的サポート」からも父親のサポートは妊婦にとって
重要な意味があり、父性としての役割を持つ父親のサポートは妊娠中の娘には必要な
サポートである。
【総括】妊娠中の娘に対する父親のサポートは妊婦から認知されにくいとされるが、聞き取
り調査から妊婦は父親からサポートを提供されていることを語っており.またそのサ
ポートを受容することで、肯定的な反応を示していた。父親のサポートは娘にとって
重要な意味を持つことが示唆された。本研究は妊婦からの聞き取りであり、サポート
提供する父親の思いについて.また不安の強いとされる21週までの妊婦を対象とし
ておりその後の時期におけるサポートについては今後の放題である。
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